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ご利用体験募集中！

病態：視作業（眼を使う仕事）を続けることにより、眼痛・眼のかすみ・
まぶしさ・充血などの目の症状や、頭痛・肩こり・吐き気などの全身症状
が出現し、休息や睡眠をとっても十分に回復しえない状態をいいます。

原因：目になんらかの問題があって発生することが多いのは言うまでもあ
りませんが、その多くは度の合わない眼鏡を使用していたり、老視（老
眼）の初期などで無理な近業作業を行った場合などです。緑内障や白内障、
ドライアイでも眼精疲労が出現することがあります。最近は、特にパソコ
ンやスマートフォンなどを使用する機会が増えたため、これが原因の眼精
疲労が増えています。
その他、全身疾患に伴うもの・心因性のもの・環境によるものなど、眼精
疲労をもたらす要因は非常に多岐にわたっています。
治療：原因を特定し、それが発見されれば排除することが必要です。眼鏡
が合わない場合は作り直したり、目の病気が発見されれば治療したりしま
す。パソコンやスマートフォンを使用する機会の多い人は、適度な休息を
取りながら行うことが非常に大切です。眼精疲労に特効薬はありませんが、
ビタミン剤の配合された点眼薬や内服薬が有効である場合があります。

今年もありがとうご

午後の部は、現在空き待ちとなっております。

10/9現在の情報のため変動しています。

体験などお気軽にお問合せください！

ヴァルハラメガネ
西区福井5丁目18-41 011-215-7965

※実施方法：2024/12/9-12/20の期間でアンケート用紙を配布
集計方法：2025/1/10までに回収できたアンケートを集計

アンケート調査(2024.12月実施)のご協力ありがとうございました。
ご利用者様のお声を参考にさせていただき、より安心・安全なデイサービスの環境作りを進めていきます。

多くの嬉しいコメントがありましたのでまとめさせていただきます！

ヴァルハラリハセンター

2024年度アンケートについて

※一部抜粋 ※アンケート詳細については今後当社HPに掲載予定です。

ご利用体験募集中！

「転ばないように足腰を鍛えたい」

「いつまでも自分の力で買い物に行きたい」

「これからも自宅で過ごしたい」

リハビリ特化型デイーサービスのため、

様々な目標に対して、お身体の状態に合わせて職

員一同サポートします！！

お気軽にお問合せください！

月曜 火曜 水曜 木曜 金曜

午
前 × 残１枠 △ △ ×

午
後 × 残1枠 残1枠 残2枠 残１枠

※ご希望の曜日の送迎が困難な場合がございます。

＜2025.3.1オープン予定＞

≪児童発達支援・放課後等デイサービス てとて の特徴≫

〇脳と目とからだにフォーカスを当てた、児童デイサービスです。特に眼球運動やからだの土台作りに特化した支
援、運動学習、ビジョントレーニングやVRリハビリテーションを使用した支援などを行います。

〇理学療法士・作業療法士・言語聴覚士や発達支援コーチ、ブレイン＆ビジョントレーニング指導者を配置し、一
人ひとりに合った内容のプログラムを提供いたします。

〇定員10名での集団での療育、個別対応を含めた専門職による対応を行います。

〇眼の専門家である、目育士配置による目の使い方や眼球運動、視力測定、バランス測定を行います。

遠くが見えて、駅の電光掲示板が見やすくなるような
「イノチグラス」
出張が多い、キャリアウーマン（作業療法士）の女性。

移動が多く、屋外での眩しさや駅の電光掲示板が見や
すくなるように！との用途でした。（カラー左右マゼ
ンタ1.0、球面度数、円柱度数調整）
移動中もPCを使うので、仕事中も含め、使えるメガ
ネを。とのことでした。
屈折度数は少なく、視線のズレもほとんどないのでプ
リズムレンズは無しですが、レンズカラーとフレーム
カラーを合わせて、出来る限りカラーが目立たないよ
うにしたい。
納品時、「よく見えて、眩しくない」
カラーとフレームが同色にて、仕事中もかけれる！と
喜ばれていました。
この度は、関東から出張中にお越しいただき、ありが
とうございました。

コラム Vol.4＜眼精疲労（眼の疲れ）＞

多機能型事業所てとて
児童発達支援・放課後等デイサービスてとて

札幌市西区福井5丁目18-41 エトワール福井1階

TEL 011-215-5480
E-MAIL houday@order-insole.com
HP             https://valhalla.hp.peraichi.com/tetote/houday



札幌市ほぼ全域、石狩市・小樽市・北広島市など幅広くご相談をお受けいたします。
空き状況は変動しますので、まずはお気軽にお電話下さい!

011-215-7960
（担当：井田・松原）

～ヴァルハラ訪問看護ステーションより～ 24時間緊急・看取り対応あり 年齢・疾患問わず
小児～高齢者まで幅広く対応!

Nrs（看護師） PT（理学療法士）
まだまだ寒い日が続いていますね。今回は感染症についてです。

冬は感染症が流行しやすい季節です。その理由は、気温の低下や
空気の乾燥により、ウイルスが空気中に浮遊しやすくなることや、
寒さにより体温が下がり、人の免疫力低下を引き起こすためとい
われています。特に冬に流行が多いのは、インフルエンザ、乳幼
児に多く発症するRSウイルス感染症、感染性胃腸炎（ノロウイル
スなど）が挙げられます。また、新型コロナウイルス感染症は季
節を問わず注意が必要です。
これらの感染症に共通する基本的な感染対策の１つに「手洗い」
があります。
今回は、できているようでできていない（？）かもしれない、

手洗いの正しい方法について、今一度確認していただけたらと思
います。感染症を予防して、残りの冬を元気に乗り切りましょ
う！

滝澤成美・武田由梨

今回は雪かき時の心臓への負担がどのくらいかかるのかにつ
いてです。
運動強度を測るのに、Met‘s（メッツ）という指標があり、これ
は「安静時を1Met’s」とした時と比較して何倍のエネルギーを
消費するのかが分かります。
スコップによる雪かきの運動強度は作業のやり方や使う道具に
よっても違いますが、6.0 Met’sとしています。
普通の歩行（3 Met’s）の約2倍、安静時の約6倍です。スポーツ
ではバレーボールやテニス（ダブルス）と同じ強度になるので
す。
雪かきの前はしっかりと準備運動やストレッチで十分身体を

温めてから行いましょう。
また、作業前後も含めて水分補給をしながら、適度に休憩を
とって行いましょう。
めまいやふらつきを感じたら、無理に作業せず気分が落ち着く
まで休憩しましょう。
一日30分の雪かきで健康を維持するために必要な運動量を満

たすと言われており、運動として基礎体力の維持のためにも、
雪かきは良いトレーニングにもなります。
体力のない方や身体の弱い方を支え合いながら、地域みんなで
助けて合っての雪かきが理想ですね。

赤石拓也・市川聡美

いろいろ情報をお届け
お見逃しなく

今回は、転倒についてです。日本の高齢者人口の中で3人に1人が1年
間に1度以上の転倒を経験していると言われています。特に今時期の冬
季期間は転倒による骨折受傷者が増大しております。そんな転倒予防
のために日頃からできる対策の一部をご紹介します。T字杖使用されて
いるかたは多いかと思いますが、みなさん雪道対策はどうされていま
すか？北海道は雪道歩行が避けられないので、アイスピックのおすす
めです。市販で見かけるアイスピックは1本爪、３本爪、5本爪があり
ますが、5本爪は雪がくっつきやすく、1本爪は安定性に不安を持たれ
る方が多いです。そのため初めてお使いの方には3本爪をお勧めしてお
ります。Ｔ字杖に限らず歩行補助具はさまざまなので、困った方はぜ
ひ担当リハスタッフに相談してみてください！また転倒予防の運動と
してタオルギャザー（床にタオルを置き、足の指の力を使ってタオル
をたぐりよせる運動）が効果あると言われております。足裏の筋力や
感覚機能が向上し、転倒予防に繋がります。簡単な運動なのでぜひお
試しください！！

広瀬愛澄・小板諒大

PT（理学療法士）

要支援の方のご訪問の場合、利用開始の属する月から12ヶ月を超えた際は、
単位数減算となることから、お引き受けに難色を示される事業所様もあると耳にします。

６月１日からの介護報酬改定後も、引き続き当事業所としては変わらず
要支援・要介護かかわらずお力になりたいと考えておりますのでご安心下さい。
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